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スタート遠くの山々まで

見渡せます

「志段味」をテーマにした

モザイクタイル壁画

東
名
高
速
道
路

守山区役所志段味支所
志段味地区会館

吉根中学校

マップを片手に 見つけにいこう
わがまち　「志段味」

都市計画道路志段味線（自転車・歩行者専用道路）

　吉根から東谷山麓（予定）まで

延長約5kmの大規模な自転車・

歩行者専用道路（現在は支所周

辺まで完成）。

　途中には数多くの公園や緑

地、ポケットパークがあり、健康

づくりや憩いの場として親しまれています。

　志段味地区は、名古屋市の北

東端に位置し、北は庄内川、南

は小幡緑地、森林公園に囲まれ

た、水と緑あふれる自然豊かな

地域です。

　地区内にある市内最高峰の

東谷山(198.3m)の麓には、国

指定史跡の白鳥塚古墳を始め数多くの古墳が残されており、

一方で、近年は特定土地区画整理事業等による都市基盤整備

が進み、魅力と活気あふれる新しいまちとして成長・発展し

続けています。

　刻々と変化するまちの中で、以前からお住まいの方々と新

たに住民となられた方々の架け橋となるべく、「志段味」を

テーマにしたいろはカルタ作りの取組が志段味中学校で始

められました。

　このカルタをより良いものとするため、地域の方々からも

カルタ作品を募集し、まとめたものが「志段味カルタ」です。

　このたび、それらの作品の中から48作品を生徒・地域の

方々の手により絵タイルにして、「自転車・歩行者専用道路」

に設置しました。

　このマップでは、その絵タイル作品とともに、「志段味カル

タ」に詠まれた志段味の魅力・特色をご紹介します。

●い●ろ
●は●に
●ほ●へ
●と
●ち
●り
●ぬ●る
●を
●わ
●か

●よ
●た

●む●ら
●つ
●ね
●な

●れ●そ

●う●ゐ

●の
●お●く
●や

●ま
●け
●ふ
●こ●え

●て
●あ

●さ●き

●み
●し

●ゆ
●め

●ゑ
●ひ

●も
●せ

●す
●ん

N

ベンチにある絵タイルは、

志段味中学校生徒と地域の方々が

絵付けしたものです

この印刷物は、古紙パルプを含む再生紙を使用しています

令和３年３月発行

まちめぐりガイドマップ

〔編集・発行〕

名古屋市守山区役所 地域力推進室

自転車・歩行者専用道路

志段味カルタめぐり

スタート

21万6千個のタイルを使用！

シダレザクラとホタル
のモニュメント

ホタルとサクラ
発見！

原画作成からタイル並べまで、

志段味東小、志段味西小、

吉根小、志段味中学校の

児童生徒が行いました
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